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 1 ― 1　乾季 
 　乾季は，10月から6月までの8 ～ 9 ヶ月間だ
が，彼らは乾季を，「乾季の初め  ɣarǎ t 」「乾季
の中盤  tǎ jrəst 」「乾季の終わり  ewelǎ n 」の3期に
わけている。 
 ɣarǎ t ：10月から11月。乾季の初めで，乾燥し
てやや寒いが，比較的過ごしやすい。 
 tǎ jrəst ：12月から3月。乾燥して寒い。牧草は
枯れているが，寒さのせいで蒸散量は少なく，
井戸水も利用できる。 

































































































































 tǎ ḍ re 」へ連れていき，塩辛い水を飲ませる。「塩
の池」は，塩分の多い土地に，雨季に雨が降っ




 　（ ahara は，「塩を含んだ土」と「塩を含んだ
土地」の両方を意味する。） 
 　家畜への塩分の補給は，数か月に一度必要だ



























ヒツジ 5―6 ヵ月 6―12 ヵ月 4―5年 7歳
ヤギ 5―6 ヵ月 6―12 ヵ月 3―5年 7歳
ウシ 2―3年 3―4年 5―8年 12歳





ヒツジ 3月 5 ヵ月 8月 5―6 ヵ月
ヤギ 7―8月 5 ヵ月 1―3月 5―6 ヵ月
ウシ 8―9月 9 ヵ月 5―6月 2―3年














































































































































































































































































































 edaɣǎ s ：初乳は出産してから72時間以内に得ら
れる乳。 
 abarǎ š ：初乳の後，1 ～ 2週間後までの乳。 
 ǎ xx ： abarǎ š の後，離乳の1～2か月前までの乳。 
 dǎ ŋɣor ： ǎxx 後，離乳までの乳。 











 　初乳後，1 ～ 2週間までの乳  abarǎ š は，やや
薄めの乳である。この時期を過ぎると，濃くも
薄くもない標準的な状態の乳  ǎ xx が，ヒツジ，
ヤギの場合は3 ～ 4か月，ウシ，ラクダの場合
は2 ～ 3年続く。 abarǎš と  ǎxx は，生乳，凝乳
 issilaye ，チーズ，バター  ụ li の形で消費される。 




加工は女性が行う。漏斗  asəggifi で乳を皮の袋
 ekšer に生乳を入れてよく振ると，脂肪分が分
離してバターが浮いてくる。このバターをお玉
































































なわち，ヒツジ一般をさす単語は， tihǎ tten で，
これは最も繁殖力のあるオトナメスの複数形で
ある。同様に，ヤギは  ulli ，ウシは  iwǎ n ，ラクダ
は  tǎ ḷ men がこれらの家畜の一般名称である。 
 　一方，ロバ，イヌ，ネコについては，オトナ
オスの複数形（ロバ  išeḍ an ，イヌ  iyaḍ an ，ネコ
 mostan ）が一般名になっている。 
 6 ― 1　ヒツジ 
 　メスは，乳児から老齢まで，7段階に分けて
いる。メスは半年から1歳で性成熟に達する。
4 ～ 5歳の，3 ～ 4回出産したメス  tehale ( s. )，





オスは，若いオス  ebakar ( s. )， ibəkren ( pl. ) と，
年長のオス  abajoj ( s. )， ibjǎ j ( pl. ) に分かれる。
去勢オスも，必要に応じて自家消費されるか売
りに出される（表5）。 
 6 ― 2　ヤギ 
 　ヤギのメスはじつに細かく分類されており，
10段階に分けられる。半年から1年で性成熟
に達し，3 ～ 5歳の，1 ～ 3回出産したメス







 6 ― 3　ウシ 
 　メスは，3 ～ 4歳で性成熟に達し5 ～ 10歳
 tǎ s ( s. )， iwǎ n ( pl.) がもっとも繁殖が盛んであ
る。14 ～ 15歳をこえると老齢に分類され，屠
殺あるいは売却の対象になる。 
 　オスは，4歳前後で繁殖可能になる。3 ～ 4
歳のオス  ašjǎ r ( s. )， išjǎ rǎ n (pl.)，5歳以上のオ
ス  ehaɣ ( s. )  ihaɣwan ( pl. ) は，去勢後と去勢前
を区別せず，この年齢のオスを意味する。と
くに去勢オスであることを言うには，「去勢」
を意味する単語  enekəḍ をつけて，例えば  ašjǎ r 
n-enekəḍ のように言い表す（表7）。 
 6 ― 4　ラクダ 
 　メスは，3 ～ 4歳で性成熟に達し5 ～ 8歳の
 taḷḷ ǎ mt (s.) ， tǎḷmen (pl.)  が繁殖メスの中心であ
る。年齢ごとに細かく分類され，メスは8段階，
オスは種オスを除いて9段階に分けられる。 















































名に，「去勢」を意味する単語  enekəḍ をつける
と（たとえば  alajoḍ n-enekəḍ ）「去勢オス」の
意味になり，「去勢」に否定形の  war を加えた
















































































年齢群 歯の萌出 単数形 複数形
乳児（0―1歳） 乳歯 tawarǎyt tiwarayen
2―3歳 永久歯未萌出 tǎsakayt tisakayen
4―5歳 下顎切歯2本 talajoḍ t tiljaḍ 
6歳 下顎切歯4本 taɣ lamt tiɣ lamen
7歳 下顎切歯6本 taḷ ḷ ǎmt, tǎzzarǎt tǎḷ men, tǎzzamen
8歳（繁殖旺盛） 下顎切歯6本＋下顎犬歯2本 taḷ ḷ ǎmt tǎḷ men
9歳 上顎切歯2本＋上顎犬歯2本 tarəjjǎnt tirəjjanen
老齢（11―14歳） 歯牙脱落 tabaxult tibuxalen
老齢（15歳以上） 歯牙脱落 taxugǎnt tixuganen
オス
年齢群 歯の萌出 単数形 複数形
乳児（0―1歳） 乳歯 awara iwarǎn
2―3歳 永久歯未萌出 asaka isakǎn
4―5歳 下顎切歯2本 alajoḍ iljǎḍ 
6歳 下顎切歯4本4 aɣ lǎm eɣ lamǎn
7歳 下顎切歯6本 amnəs, ǎzzarǎn Imnas, ǎzzamǎn
8歳 下顎切歯6本＋下顎犬歯2本 amnəs imnas
9歳 2上顎切歯2本＋上顎犬歯2本 arəjjǎn irəjjanǎn
去勢オス azuzǎl＊ izuzǎl＊
種オス（4―5歳） amali imulay
老齢（11―14歳） 歯牙脱落 abaxul ibuxal






















 7 ― 1　ヒツジ 
 ①　 timujǎ r n-tihatten 　5 ～ 40頭の群れ。 
 ②　 ay n-tihatten 　40 ～ 50頭の群れ。 
 ③　 tahrout　 50 ～ 100頭の群れ。 










 ⑥　 ebartǎ k 　300頭を大きく超え，400頭前後
の群れ。一人の人間が管理できるヒツジの





































 　ヒツジの群れは，40 ～ 50頭から始め，100
頭くらいに増えたあたりが，ちょうど管理しや
すい大きさだという（表12）。 
 7 ― 2　ヤギ 
 ①　 timujǎ r n-ulli 　5 ～ 40頭の群れ。 
 ②　 ay n-ulli 　40 ～ 50頭の群れ。 




 ④　 tedewəlt 　ヤギのみ50 ～ 100頭の群れ。 
 ⑤　 arǎ ɣrǎ ɣ 　ヤギのみ100頭を超える群れ。
多すぎて管理が大変である。 
 　ヤギの群れも40 ～ 50頭から始め，100頭く
らいが管理しやすい群れの大きさだという（表
13）。 
 7 ― 3　ウシ 
 ①　 iɣafawan 　「頭」を意味する。数頭～ 10頭
の群れ。ウシとラクダが混じっていてもい
いが，ウシの方が数が多い。 
 ②　 asməl n-iwǎ n 　「ウシのよい始まり」を意
味する。繁殖力旺盛な約20頭のメスだけ
で構成された群れ。 
 ③　 taɣafawt 　30 ～ 40頭のウシだけの群れ。 
 ④　 asjən n-iwǎ n 　40 ～ 50頭の群れ。 
 ⑤　 tasarǎ wt 　70 ～ 100頭のウシだけの群れ。
 taɣafawt の2倍の大きさ。 
 ⑥　 aršəj 　200頭を超えた群れ。多すぎて一人
では管理しきれない。 































































 7 ― 4　ラクダ 
 ①　 imujǎ r n-tǎ ḷ menП 数頭～ 10頭の群れ。ウ
シとラクダが混じっていてもいいが，ラク
ダの方が数が多い。 
 ②　 asməl n-tǎ ḷ menП 「ラクダのよい始まり」
を意味する。繁殖力旺盛な約20頭のメス
だけで構成された群れ。 
 ③　 asjən n-tǎ ḷ men 　40 ～ 50頭の群れ。 
 ④　 tadyǎ wt 　100頭を超えた群れ。多すぎる。 
 　ラクダは，数頭から飼い始めて，40 ～ 50頭
が一人の牧夫で管理できる群れの大きさだとい
う（表15）。 
 7 ― 5　ロバ 
 ①　 imujǎ r n-išeḍ an 　数頭～ 20頭の群れ。 
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